
決算書掲載頁　P241

市内文化財を評価し、適切な保護及び活用の方針を検討する。
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直営 平成12年度 文化財保護法第１９０条・河内長野市附属機関設置条例

文化財活用の対象となる市民・市への来訪者

歴史文化基本構想を策定するなかで、市内の文化財を適切に評価し、長期的な視点での保存・継承・活用の方針を定め
る。
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史跡烏帽子形城跡に関する保存管理・整備の方針を定める。
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市内の未指定文化財の調査を行い、これらの文化財に関する保存・継承・活用のための基礎資料の作成を行う。
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委託 平成19年度 河内長野市文化財保護条例　第３条

文化財所有者
文化財活用の対象となる市民・市への来訪者

１．未調査の自治会収蔵資料については、早急に調査を行う必要があることから、順次実施していく。２．他の寺院につ
いても調査を必要に応じて行う。
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加賀田地区北部の自治会が収蔵する資料の調査を実施する。
金剛寺総合調査報告書を刊行する。目
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細事業：文化財保護審議会事業                    

１．文化財保護審議会の開催 

文化財保護審議会を 2回（8月・2月）開催し、史跡烏帽子形城跡の保存管理及び整備のあり方、金剛寺の金堂等

保存修理事業等について審議を行った。また、新たに 4員を市指定文化財候補として諮問を行った。 

(1)平成 24 年度 第 1回河内長野市文化財保護審議会の開催 

平成 24 年 8月 30 日（木）に開催し、1件の諮問と 5件の報告を行った。 

①諮問 

「河内長野市指定文化財候補」について－西條合資会社旧店舗－ 

②報告 

金剛寺の金堂等保存修理事業について 他 4件 

(2)平成 24 年度 第 2回河内長野市文化財保護審議会の開催 

平成 25 年 2月 15 日（金）に開催し、2件の諮問と 6件の報告を行った。 

①諮問 

「河内長野市指定文化財候補」について－木造薬師如来立像・木造釈迦如来立像 

・木造毘沙門天立像－ 他 1件 

②報告 

国登録文化財の推薦について 他 5件 

 

    ※ 文化財保護審議会 

…文化財保護法第 190 条第 1項、河内長野市附属機関設置条例に基づき、河内長野市の区域内に 

存する文化財の保護及び活用に関して、教育委員会の諮問に応じ、意見を述べるための審議会。 

 

細事業：文化財調査事業                             

１．金剛寺総合調査報告書刊行 

平成 23 年度に実施した「史跡金剛寺境内建造物総合調査」の成果をもとに編集した『天野山金剛寺建造物報告書』

を刊行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自治会収蔵資料調査 

 河内長野市文化遺産活用事業実行委員会との協働により、加賀田地区北部の 7自治会の調査を実施した。 

史跡金剛寺境内 

 

 

 


